
国語担当者が選ぶこの１問

「Z-SQUARE」で好評連載中の「カコモンにTRY!」の特別版と
して、数ある難関校のなかから中学受験コースの教科担当者
が選んだ、差がつく「この1問」をご紹介します。まだこれらの問
題が解ける必要はありませんが、この機会に難関中学の入試
問題を体験してみてください。

「笑い」のニュアンスをとらえよう
人は楽しいときにだけ笑うわけではありません。一口に「笑
い」といっても、さまざまな状況において、いろいろな気持
ちで人は笑います。例えば、３で、社長のおもしろくもない
話に対してうかべるのは「あいそ笑い」。これは「相手に気
に入ってもらおうとする、わざとらしい笑い」です。設問を解
くには、まず人間には複雑な心情があると理解することが
大切。そのうえで、各設問の短い文から、描かれている状
況を的確に把握します。そして、ふさわしい心情を特定し、
文字数を手がかりにしながら、適切な笑いを表す言葉を
導き出していきます。
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理科担当者が選ぶこの１問

身近な事象と理科を
結びつけて考える
理科の入試では、単に知識を問
うだけでなく、身近なものや現象
と理科を結びつけた問題がよく
出題されます。ここでは、熱の伝
わり方についての問題を取り上
げました。Ｚ会中学受験コース理
科ではまだ学習していない内容
ですが、知識がなくても問題文を
しっかりと読んで現象について
理解すれば解ける問題です。問
題文中の伝導・対流・放射につ
いての説明から、（1）～（3）がそ
れぞれどの現象と関わっている
かを考えてみましょう。
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「カコモンにTRY!」特別版

状況を正確に読み取って、
丁寧に整理しよう
難しい計算やひらめきではなく、与えられたルールを正しく
読み取って考える読解力や論理性が試される問題です。特
に《ルール2》がポイントで、日常生活でよく出合う「リーグ
戦」や「トーナメント戦」の形式ではないので、思い込みで
誤った解釈をしないように注意が必要です。

このようなルールを読み取って考えるタイプの問題では、
「こうすれば必ず解ける」といった方法はありません。初め
の何回かの対戦の様子を書いてみるなど、具体的な状況を
確かめて、丁寧に整理していくことが大切です。

ふだんから地図に親しんでおこう
都道府県学習の基礎となる県の形や位置に関する問題は、中学入試
ではよく出題されています。今回は、隣接し合う3つの都道府県の面
積の合計を比べる問題を取り上げました。面積が大きい、または小さ
い順に並べたときの上位にくる都道府県は、①～④のどの図にふくま
れるでしょうか。特徴のある県の形や半島の形を手がかりにして、①
～④の場所を特定し、その大きさをイメージできるかどうかがポイント
で、ふだんから地図に親しんでいるかによって差がつく問題です。

ここでご紹介した入試問題の解答・解説は、7月27日に保護者向け総合情報サイト「Z-SQUARE」に掲載します。 「Z-SQUARE」アドレス https://www.zkai.co.jp/saponavi/el/
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都道府県の面積について
の問題

中学入試では、8つの地方区分や都道府県ごとに、気候や地形などの特徴、農業
や工業に関する問題がはば広く出題されます。「都道府県の面積が大きいのは、
1位が北海道、2位が岩手県」と覚えるだけでなく、ふだんから地図帳などで、都道
府県の位置や特徴を確かめながら学習していくとよいでしょう。
中学受験コースでは、4年生で8つの地方の特徴やそれぞれの県の様子を学び
ます。さらに6年生で、地方ごとの自然・産業や各都道府県の特徴をもう一度詳し
く学習することで、学びを深め、入試に備えるカリキュラムになっています。

差がつく！ 学習アドバイス

問題の状況を正しく読み取ることを普段から意識しながら学習に取り組みましょう。また、読
み取った状況を考えやすく整理する力も算数ではとても大切です。整理の仕方には、図にま
とめる、表を作る、グラフをかくなどさまざまな方法があります。Ｚ会中学受験コースの学習に
取り組むときには、正解できた問題でも解説をしっかり読みましょう。もし自分の考え方とち
がっていたら、両方の考え方が使えるように、しっかりと理解しておきましょう。

差がつく！ 学習アドバイス
社長に対してあいそ笑いをうかべるような大人の世界の話は、
小学生には理解しにくいとお感じになるかもしれません。しか
し、中学入試の国語では、必ずしも子どもの心情読解だけが問
われるわけではなく、大人の心情や、登場人物のせりふの裏に
ある複雑な心情の読み取りが求められることも珍しくありませ
ん。Ｚ会の教材では、毎月さまざまな文章を取り上げて、読解の
練習を繰り返していきます。その中で繊細な心の機微を表す
いろいろな言葉が出てきます。そのような言葉を自分で使いこ
なせるように、一つ一つ確実に身につけていきましょう。

差がつく！ 学習アドバイス
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この夏に挑戦したい！ 2023年度入試の「この1問」
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教科担当者が選んだ

差がつく！ 学習アドバイス
今回は3つの熱の伝わり方についての問題を取り上げました。
伝導・対流・放射の身近な例はいろいろとありますので、ぜひ
探してみてください。
家の中には、食卓やお風呂、部屋の窓など、さまざまな場所に

理科と結びつくものがあります。身近な現象について疑問に
思ったことは、理由や原理について調べてみるとよいでしょう。
3・4年生の理科では、基礎的な知識をしっかり固めることと、
身のまわりの自然や事象などに興味をもつことが大切です。
体験を重視し、自然科学などに関するニュースを見たり、興味
をもった事象について調べたりすることをおすすめします。


